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研究成果の概要（和文）： ｢物質｣、｢生命｣、｢人格｣という三つのキーワードを軸にして、自然科学と哲学が交差敷く
行くありさまを描き出し、それによって、哲学研究を社会に発信・還元していくという当初の目的に対して、因果論、
心の哲学、言語哲学、ケアの現象学、古代ギリシア自然哲学といった多様な観点から論文や口頭発表を行い、大いにそ
の狙いを果たした。とりわけ、研究期間中に発生した東日本大震災と福島原発事故に対して、多くの研究者が批判を恐
れ発言を控える中、特に研究代表者が、哲学サイドから緊急的な提言・発信をあえて果たし、被災地の復興という至上
命題に関して一定の寄与をなしえた。科研費の公的性質に照らして、好ましい成果だったと思う。

研究成果の概要（英文）：Our project is concerned with a question on how philosophy should interchange acad
emic ideas with natural science.  In order to carry out the project, we highlight three keywords, namely, 
"matter", "life", "person", which correspond to John Locke's historically famous distinction of the three 
notions of identity.  As to matter, we mainly studied the relation between physiological phenomena of brai
n and human mind.  As to life, we conducted research from a applied ethic's point of view.  For instance, 
Ichinose published a paper on the death penalty in the light of free will debate.  As to person, for examp
le, we investigated Hume's concept of personal identity, or examined the notion of "care" from Phenomenolo
gy's viewpoint. Additionally, we reacted to the big earthquake and tsunami that attacked the East part of 
Japan on 11 March 2011 followed by the Fukushima nuclear power plant's accident that emitted radioactive m
atters.  We published papers, considering physics and medicine.       
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１．研究開始当初の背景 
21 世紀の今日、哲学の研究を自然科学への

眼差し抜きに遂行するのは著しく困難であ
るといわなければならない。このことはなに
も現代哲学の先端的な主題に対してのみな
らず、伝統的な哲学の課題にも妥当する。一
例を挙げるならば、伝統的な形而上学の問題
である自由意志というトピックを論じるに
当たって、今日、脳神経科学の知見をまった
く無視して論じることは説得力を持ちえな
くなっている。生理学者のベンジャミン・リ
ベットが、脳科学的な実験によって、人間が
ある行為を意志的に行おうとするとき、当該
行為に対応する｢準備電位｣と呼ばれる変化
がまず脳内に生じ、その後に意志に対する
｢意識｣が生じ、そして行為が発生する、とい
う順に現象が生じることを確認し、それが自
由意志の存在に対して一つの疑問を投げか
けることになった。つまり、意識的な意志に
先立って、脳内の生理的な変化がまず生じる
ことで、人間の行為は生起するに至っている
ように思われ、だとするならば、古典的な意
味での、行為の起点としての自由意志なるも
のの存立は疑わしいのではないか、という立
論の可能性が生理学者によって提起された。
こうした論点に対して、では伝統的な自由意
志論はどのような応答ができるのか。ここに
は哲学と自然科学の交差した、典型的な問題
様相が現れている。本研究は、こうした二つ
の分野の交差の諸様相へと理論的および実
践的な視点を混ぜ合わせながら接近し、哲学
と自然科学の現代的な交わりから発生して
くる根源的な問いを主題化し、そしてそれを
伝統的な問題設定へとフィードバックさせ
ることで、将来のあるべき哲学研究の一つの
スタイルを描き出すことを目指している。そ
れは、その学際的な試みの態勢を介して、哲
学研究の現場からの一般への発信へと必ず
や結びついていくだろう。 
 
２．研究の目的 
 ｢物質｣、｢生命｣、｢人格｣という、ジョン・
ロック以来の古典的な三区分に即しながら、
現代の文脈において、哲学の研究と自然科学
の活動とが交差・交錯してゆく場面を主題化
して、まずは哲学の視点から、そこに生じる
諸問題の理論的解明を目指し、同時にそうし
た場面のもとで発生してくる実践的かつ倫
理的な課題の検討をすることを研究目的と
する。それは、単なる科学哲学の研究という
のではなく、自然科学の提示する論点の中に
哲学の基本問題への提言を読み取っていく
試みである。ここでいう｢自然科学｣とは、お
もに物理学、生命科学、脳神経科学などのこ
とだが、自然科学のツールとしての統計学も
射程に入れてゆく。 
 
３．研究の方法 
 本研究はまず｢物質｣あるいは｢実体｣の概
念に第一の焦点を当てる。物質あるいは実体

とは、哲学の古くからの問題系を形作る存在
論的な概念であるが、もちろんそれは同時に
自然科学的探究の基盤でもある。この物質・
実体概念を、哲学と自然科学、とりわけ物理
学との連関の位相において論じるには、まず
もって、量子論的な現象に注目しなければな
らない。すなわち、いわゆる観察問題や不確
定性関係に現れている、物質と観察との依存
関係、そして反粒子やタキオンなどに即して
現出する、物質と時間性との関わり、こうし
た問題を主題化しなければならない。これら
の主題を哲学的に論じるときには、どうして
も存在論・オントロジーや時間論や因果論と
いった形而上学の問いに対峙する必要があ
る。21 世紀になって、世界的に形而上学の研
究が興隆し、いまや形而上学ルネサンスの様
相を呈している。本研究では、こうした現代
形而上学の動向に注意深く目を配りつつ、と
くに、本研究の背景となるところの先行的な
科学研究費補助金による研究、｢知識・行為・
制度をめぐる｢因果性｣と｢志向性｣の哲学的
解明｣での成果を踏まえる形で、因果論を核
とする視点から物質・実体概念の再検討を遂
行していきたい。すなわち、たとえば、原因
と結果の時間的向きについての検討を、反粒
子概念などに適用していくということであ
る。このような、形而上学的な視点からの物
質・実体概念の再検討は、哲学史的な考察も
当然要求する。それを行うため、アリストテ
レス形而上学を現代科学の枠に沿って検討
したり、ドイツ観念論での自然哲学の構想を
現代の文脈で読み返したり、といった作業が
必要とされるであろう。さらに、こうした形
而上学的考察は、死者や死体という形での物
体はどういう身分を持つ存在なのか、という
ことを論じる｢死者の形而上学｣という、現代
のホットな道徳哲学上の問題への道標とも
なる。ここでの死者の問題が、次の第二の視
点へとつながる。 
 すなわち第二に、｢生命｣の概念に沿って、
哲学と自然科学の交差の様相を検討したい。
これは、いま触れた｢死者｣の問題の裏返しで
ある。この場面では、生命科学がもたらす哲
学的問題提起に焦点を当てる。一つは、進化
理論が提示する｢自然選択｣と｢遺伝的浮動｣
という二つの進化原理の相関が検討課題と
なる。検討すべきは、この二原理を分けると
きに浮上する｢確率｣や｢偶然性｣という哲学
の基本概念をどのように理解してゆくべき
なのか、という問いである。また、生物がと
きどき発現する｢利他的行動｣の意義を問う
ことも、倫理的な問題と絡めて、本研究の核
となる課題である。さらに、｢自然化された
認識論｣という、認識現象を自然科学的に捉
えるという哲学的立場の検討もこの場面で
遂行したい。というのも、認識は、生物とし
ての人間が行う生命的活動であると考えら
れるからである。加えて、医学・医療的な人
間観にも目配りをするため、近世以来のフラ
ンス生命哲学や、現象学的なケアの理論の観



点から、哲学と医学との交差を探っていく。 
 第三に、｢人格｣という様相から、哲学と自
然科学の交差のありさまを追求してゆく。こ
の場面で問題になるのは、人格概念に伝統的
に帰属されてきた自由や責任の概念を、自然
科学的知見のもとでどのように捉え直すべ
きなのか、という課題である。その一つの現
れが、先にリベットの名とともに触れた、脳
神経科学的な知見と自由意志論との関わり
であり、これは本研究においてぜひとも追求
していきたい。その延長線上で、いわゆる｢脳
神経倫理｣とか｢道徳心理学｣と呼ばれる、脳
科学や心理学の知見に沿って倫理や道徳の
問題を論じる領域一般に対するコミットメ
ントを大々的に行っていく。同時に、21世紀
になって興隆してきた、統計的手法を使って
自由や責任の問題などを論じる｢実験哲学｣
にも目配りをしていきたい。また、人格概念
と、人間以外の動物との関わりについても、
動物行動学や動物権利論を射程に入れなが
ら、主題化していく。そして最後に、法科学
的な観点に即しながら、犯罪捜査や刑事責任
の問題を科学的に処理してゆくという道筋
を追いかけたい。ここには、統計学的な手法
を用いるプロファイリングや、やはり統計的
処理を利用した「量刑の科学」といったトピ
ックが深く関わってくる。 
 
４．研究成果 
 一ノ瀬は引き続き福島原発事故に起因す
る放射能問題について発信を続けた。福島高
校で講演し、｢情報とリスク｣と題した『哲学
雑誌』に被害やリスクの概念をめぐる論考を
寄稿した。また、8 月には実際に福島第一原
発の視察に赴いた。放射能問題は自然科学的
知見と哲学的思考が交差すべき典型的な事
例であるからである。また、因果性の問題、
死刑論、動物倫理など、従来の研究関心をも
展開した。とりわけ、因果性に関して、オッ
クスフォード大学刊行のProceedingsに論文
を掲載できたことは成果であった。松永は、
人間における意識の発生を、人間では、動物
における「刺激・反応」の対に代わって「知
覚・行動」の対が現われたことのうちに探っ
た。また、いわゆる精神の領域を、意味次元
に関わって生きてゆく人の有り方に求める
という考えを展開した。信原は他者の心を理
解するとはどのようなことか、またどのよう
にして他者の心は理解されるかについて考
察し、ミラーニューロンの働きによるシミュ
レーション的理解が他者理解の基本である
ことを明らかにした。 
榊原は「物質・生命・人格をめぐる哲学と

自然科学の交差」に現象学の視点から取り組
み、ケアという事象における身体への医学的
態度と人格への自然的態度との相違を解明
した。 
鈴木はフランス哲学史的観点から哲学と

自然科学の交差を考察した。 
ディーツは曖昧性の言語哲学的分析を続

け、曖昧性の概念はある程度制限されるべき
こと、曖昧性に階層性を導入する必要はない
ことを示した。 
朝倉は西洋近代哲学と東アジア近代哲学

における自然哲学の研究を進め、原子論から
差異論へと至る西洋近代の自然哲学の変遷
と、東アジア哲学における形而上学的考察、
とりわけ人格性をめぐる議論との連続性を
明らかにした。 
松浦はアリストテレスとソクラテス以前

の自然哲学の思想的接点として空間の存在
を前提としない運動モデルと物体の分割性 
が挙げられることを示した。 
全体として、本研究は、｢物質｣、｢生命｣、｢人
格｣という三つのキーワードを、自然科学的
見地に照らし合わせながら、哲学的に検討を
進める、という当初の目的に十二分に見合っ
た成果を挙げることができたと客観的に言
えると思う。研究期間中に東日本大震災と福
島原発事故が発生し、それに対する哲学サイ
ドからの発信が求められる、という思わぬ事
態ともなったが、それに対しても、かえって
それを研究の主題として見据え返すことに
よって、積極的かつ意図的な成果と発信をし
えたと自負している。 
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